




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
地域森林計画の対象民有林における林地開発許可制度において、開発面積が1haを超える
開発（太陽光発電施設は0.5ha超）を行う場合に許可を受けるべき相手は「都道府県知
事」である。農林水産大臣ではない。

●問題Ⅲ-2
正解は①
平成28年度の全国山行苗木生産量において、コンテナ苗の割合は約1割程度であり、全体
の約3割とする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は④
伐期齢とは、将来正常に成長した場合に生産目的にかなう林木を主伐（収穫）する予測的
な年齢である。間伐年齢とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は③
定期平均成長量とは、ある一定期間（m年間）の成長量（定期成長量）をその期間年数（m
年）で割った値（(Yn+m−Yn)/m）である。ある年までの1齢級当たりの平均成長量とする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
第二世代精英樹（エリートツリー）は、精英樹同士を交配した家系の中から成長や材質等
の検定を経て選抜された優良系統であり、遺伝子組換えや細胞融合等の遺伝子操作技術に
より創出されたものではない。

●問題Ⅲ-6
正解は②
枝打ち作業は、樹木の休眠期であり形成層の活動が停止して樹皮が剥がれにくく病害虫侵
入リスクの低い晩秋から早春（成長休止期）に行うのが最適である。初夏から盛夏が最適
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は①
林分密度管理図において、右上がりの直線群aは「等樹高線」、右下がりの直線群cは「等
胸高直径線」、破線群dは「収量比数曲線」、上限の線eは「最多密度曲線」、縦軸に沿っ
た線bは「自然枯死線」を表す。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
林木の密度効果において、密度が高くなると直径成長は強く抑制されて減少するが、樹高
成長は一般に密度の影響を受けにくく地位の影響を強く受ける。記述の説明が逆である。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
植物が根から吸収して有効に利用できる土壌水分は「毛管水」である。吸着水（結合水）
は土壌粒子表面に極めて強い分子間引力で保持されているため、植物は利用できない。

●問題Ⅲ-10
正解は①
耐凍性は一般に落葉針葉樹であるカラマツの方がスギよりも強く、アカエゾマツの方がト
ドマツよりも強い。スギよりもカラマツの方が凍害にあいやすいとする記述は誤りであ
る。



●問題Ⅲ-11
正解は②
吉良竜夫の寒さの指数（CI）は、月平均気温が5℃以下の月について「5℃から各月の平均
気温を差し引いた値（5−t）にマイナスを付した数値」の積算値である。月平均気温その
ものを合計した値ではない。

●問題Ⅲ-12
正解は②
我が国が2015年に提出した約束草案における2030年度の削減目標は「2013年度比26.0%
減」であり、そのうち森林吸収源対策による確保分は2.0%相当（約2,780万t-CO2）であ
る。基準年や割合の記述が誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は③
景観の定義において、景観工学の立場からは「人間を取り巻く環境のながめ」とされ、景
観生態学の立場からは「地表面のすべての事物がつくり出すシステム」と定義されてお
り、説明が逆である。

●問題Ⅲ-14
正解は①
FAOの「世界森林資源評価2015（FRA2015）」において、2010〜2015年における世界の森林
面積の年平均減少量は純減ベースで約330万ha/年であり、年平均1,000万haが減少してい
るとする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は④
保安林において立木の伐採や土地の形質変更等の制限行為を行う場合に許可を申請する相
手は、保安林の種類によらず原則として「都道府県知事」である。

●問題Ⅲ-16
正解は①
表面侵食は、面状侵食から始まり、流水の集中によって細い溝状の「リル侵食」が発生
し、それが拡大・深化して深い谷状の「ガリ侵食」へと発達する。ガリからリルへ発達す
るとする記述は順序が逆である。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
治山ダムの放水路の位置は、上下流の地形、出水時の流向、渓岸の安定性、保全対象の位
置関係等を総合的に考慮して安全に流下できるよう決定される。それらに関わらず流心部
とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-18
正解は④
護岸ののり勾配は、流速が大きい水衝部等では流水の這登りや基礎洗掘を防止するため、
直立または急勾配に設計するのが一般的である。流速が大きいほど緩くする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-19
正解は③
土石流が減速・堆積する場所の渓床勾配は一般に10度以下（緩流域）であり、11〜20度の
区間は主に流動・通過区間に該当する。

●問題Ⅲ-20
正解は④
防風林の最適密閉度は適度に通風させて背後の渦流発生を抑える50〜60%程度であり、減
風効果が及ぶ範囲は風下側で樹高の20〜30倍程度である。密閉度80〜90%とする記述は過
大で不適切である。



●問題Ⅲ-21
正解は④
ディファレンシャルGPS（DGPS）は、位置既知の基準局での測位誤差データを用いて移動
局の測定値をリアルタイム補正することにより、測位精度を「数十cm〜1m程度」に高める
技術である。

●問題Ⅲ-22
正解は⑤
森林作業道作設指針において、森林作業道は一時的な仮設道ではなく、間伐や主伐、造林
等の森林施業を通じて「繰り返し恒久的に利用される」簡易な土構造の路網と位置付けら
れている。

●問題Ⅲ-23
正解は①
林道において最も多く用いられ、設置・計算が最も簡単な曲線は中心角と一定半径からな
る「単曲線」である。複合曲線とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は②
土量の変化率Cは「締固め後の土量と地山の土量との比」である。ほぐした土量との比と
する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は③
チェーンソーには、どのような傾きや姿勢でも燃料を安定して供給できるように「ダイア
フラム式（隔膜式）気化器」が採用されている。傾けると液面が変わるフロート式気化器
は用いられない。

●問題Ⅲ-26
正解は①
我が国の高性能林業機械の保有台数内訳において、最も高い比率（約3割強）を占めてい
る機種は「フォワーダ」である。プロセッサが最も多いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は③
伐採地で枝払いのみを行い、幹全体の状態で土場まで集材して玉切りを行う作業システム
は「全幹方式」である。全木方式は枝葉をつけたまま集材する方式である。

●問題Ⅲ-28
正解は②
伐出原価における原価の3要素は「材料費」「労務費」「経費」である。間接費を原価の3
要素の一つとする記述は分類が異なり不適切である。

●問題Ⅲ-29
正解は①
セルロースはD-グルコースが「β-1,4-グルコシド結合」によって直鎖状に重合した結晶
性多糖類である。α-1,4結合によりらせん構造を形成する多糖類はデンプンである。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤
木材の熱膨張率は10^-6〜10^-5/℃のオーダーであるのに対し、含水率1%変化当たりの膨
潤収縮率は10^-3〜10^-2のオーダーであり、含水率変化の影響の方が100〜1,000倍程度大
きい。

●問題Ⅲ-31
正解は④
JIS A 5905において、ファイバーボードは密度により硬質繊維板（ハードボード：
0.80g/cm³以上）、中質繊維板（MDF：0.35〜0.80g/cm³）、軟質繊維板（インシュレーシ



ョンボード：0.35g/cm³未満）に区分される。対応が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は③
カワラタケやスエヒロタケはリグニンも分解する「白色腐朽菌」であり、イドタケやオオ
ウズラタケは木材中のセルロースを選択的に分解する「褐色腐朽菌」である。分類が逆で
ある。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
木口割れや表面割れは乾燥初期に表面が急激に乾燥収縮して生じる「初期割れ」である。
内部割れは乾燥末期に内部が強い引張応力を受けて生じるため、説明が逆である。

●問題Ⅲ-34
正解は②
ニトロセルロースラッカーは蒸発乾燥型の塗料で薄い塗膜を形成し木質感に優れるが、耐
熱性、耐水性、耐候性は比較的低い。厚い塗膜が得られ耐候性に優れるとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-35
正解は④
FIT制度（固定価格買取制度）の導入は平成24（2012）年である。また、稼働している大
規模なFIT木質バイオマス発電所の多くは発電専業（復水蒸気タービン方式）であり、大
半が熱電併給式とする記述は誤りである。


